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　昨今「ヤングケアラー」に関して報道、CM、ドラ
マなど、メディアで取り上げられる機会が増えていま
す。ヤングケアラーとは本来、大人が担うような家
事や家族の世話、介護、感情面のサポートなど年齢
や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を背
負って、自らの育ちや教育に影響を及ぼしている18

　イギリスでは、ヤングケアラーの存在が 30 年ほど
前から問題視されており、現在、およそ 300 の支援
団体が活動しています。支援団体は、当事者同士が
集まって悩みや不安を共有できる場を設けたり、支
援者による面談や家庭訪問、遠足などを企画してケ
アの負担から離れる時間を作る等の支援を行ってい
ます。2014 年には「子どもと家族に関する法律」
が制定され、ヤングケアラーを適切に支援に結び付
けることが義務づけられました。

　日本でも、各自治体でヤングケアラーの実態調査
が行われていますが、この調査結果を踏まえ、令和
4 年度から各自治体で本格的なヤングケアラーの支
援の実施ができるよう、予算措置等の準備が進めら
れています。ヤングケアラー支援は、福祉、介護、医
療、教育等といった様々な分野の相互連携が必要で
あるため、厚生労働省と文部科学省によるプロジェク
トチームが発足しています。国は、令和 4 年度から
3 年間かけてヤングケアラーを集中的に支援するた
め、自治体と協力してモデル事業を行う方針を決定
しました。

　ヤングケアラーたちは、物心ついたときから当たり
前のように「お手伝い」という感覚でケアを始めてい
ます。また、そのことを「負担」としてとらえるのでは
なく、やりがいと感じることもあるため、本人もその負
担に「無自覚」な場合があります。また、周囲の人か
らは、家族思いの「良い子」として見えることもある
ため、その子の担っている負担に気付きにくいので
すが、実は子どもにとっては大変な気力、体力、時間
を要していることもあります。ケアの負担を負ってい
ることを自分から話していないことが多く、それが気
付かれにくい原因にもなっています。

　家族の世話をする負担が大きくなると、学校の遅
刻や欠席が増えたり、睡眠時間が削られることで授
業中に居眠りしてしまったり、部活動にも参加できな
くなることがあります。また、友だちと遊ぶ時間が奪
われることにより、友人関係が希薄となり、ますます
孤立してしまいます。家で落ち着いて勉強ができなく
なると、成績や進路選択にも影響が及び、学校の入
試や就職活動とタイミングが重なれば、子どもの人生
を左右することにもなりかねません。

　ヤングケアラーが家族の中で背負っている役割は、
保護者にかわっての家事、幼いきょうだいの世話、障
がいや病気のある家族のケアや看病などのほか、日
本語が第一言語でない家族のための通訳、「死に
たい」という家族や病気のために理不尽な怒りや暴
言をぶつける家族の感情面のサポートなど多岐にわ
たっており、様々な分野からのサポートが必要となっ
ています。
　その子の負担の度合いによっては、「健康に生き

福岡市からの委託により2021年11月15日から
「ヤングケアラー専用相談窓口」を開設しました。
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る権利」「教育を受ける権利」「子どもらしく過ご
せる権利」といった「子どもの権利（※）」が著しく
侵害されているケースも含まれていると考えられます。
私たちは、かけがえのない子ども時代をこのように過
ごさずにすむよう、支援の在り方を考えていきたいと
思います。

歳未満の子どものことです。
　厚生労働省と文部科学省の「ヤングケアラーの実
態に関する調査研究」（2021 年 4月）によると、中
学 2 年生の 5.7％（約 17 人に1 人）、全日制高校
2 年生の 4.1％（約 24 人に 1 人）に家族の世話
をしている子どもがいることが明らかとなっています。
また、自らがヤングケアラーなのか分からないと回答
した子どももおり、潜在的なヤングケアラーも一定数
いると推測されます。
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「子どもの権利（※）」：子どもの権利とは、子どもが持つ人権のことであり、そこには親や保護者との適切な関係性を保持する権利、
基本的な食事の必要を満たす権利、教育を受ける権利、保護とケアを受ける権利、子どもの年齢と発達の度合いから見て適切な
刑事法の適用を受ける権利、人間としての独自性を発揮する権利などが含まれます。

▲ ヤングケアラーのイメージ
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